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第
三
章

サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
対
す
る
表
現
内
容
規
制

第
二
節

名
誉
致
損
的
表
現

名
誉
段
損
的
表
現
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
第
一
章
に
お
い
て
示
し
た
よ
う
に
、
リ
ア
ル
ス
ペ

ー
ス
上
の
名
誉
致
損
的
表
現
と
サ
イ

(l
)
 

パ
l
ス
ペ

ー
ス
上
の
名
誉
致
損
的
表
現
の
両
者
で
は
、
性
質
の
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
リ
ア
ル
ス

ペ
ー

ス
に
お
い
て
は
、
情
報
の
発
信
者
と
メ
デ
ィ
ア
の
管
理
者
(
所
有
者
)
が
未
分
離
で
あ
り
、
情
報
の
つ
つ
つ
わ
」
と
「
中
身
」
の
責
任
主
体

を
別
個
に
検
討
す
る
必
要
が
な
い
の
に
対
し
て
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ

ー
ス
で
は
、
責
任
主
体
の
分
離
が
顕
著
で
あ
り
、
情
報
の
発
信
者
の
責
任

と
メ
デ
ィ
ア
の
管
理
者
(
所
有
者
)
の
責
任
を
分
離
し
て
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
判
例
上
は
、
情
報
の
発
信
者

の
部
分
に
関
し
て
は
、
リ
ア
ル
ス
ペ

ー
ス
で
の
ケ
l
ス
と
判
断
枠
組
み
を
変
え
る
こ
と
な
く
適
用

の
責
任
た
る
一
次
的
責
任
(
直
接
責
任
)

サイパースペースと表現の自由 (5) 

さ
れ
て
き
た
た
め
に
、
個
別
の
論
点
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、

メ
デ
ィ
ア
の
管
理
者

(所
有
者
)

の
責
任
た
る
二
次
的
責
任
(
間
接
責
任
)
が
サ
イ
バ
ー
ス
ペ

ー
ス
上
の
名
誉
致
損
的
表
現
を
論
じ
る
際
の
主
要
な
論
点
と
な
っ
て
き
た
の
で

一
次
的
責
任
(
直
接
責
任
)

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

の
個
所
に
お
い
て
も
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
特
有
の
問
題
が
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
例

(2
)
 

の
問
題
や
罰
則
付
召
喚
令
状
(
切
口
S
o
g白
)
の
問
題
が
こ
れ
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。

え
ば
、
管
轄
権
(
』
ロ
ユ
昼
旦
O
ロ)

一
言
で
い
え
ば
、
管
轄

権
の
問
題
と
は
、
受
訴
裁
判
所
が
州
裁
判
所
で
あ
っ
た
場
合
、
管
轄
権
に
対
す
る
考
え
方
が
州
ご
と
に
微
妙
に
異
な
る
た
め
、
名
誉
致
損
的

表
現
の
表
現
者
あ
る
い
は
そ
の
受
け
手
が
州
外
に
い
る
こ
と
の
方
が
多
い
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
に
お
い
て
は
、
裁
判
が
提
起
さ
れ
た
州
裁
判

(3
)
 

所
の
管
轄
権
に
あ
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
却
下
と
い
う
ケ
l
ス
が
、
特
に
初
期
の
段
階
で
多
く
見
ら
れ
た
が
た
め
に
生
じ
た
問
題
で
あ
り
、
罰

則
付
召
喚
令
状
の
問
題
と
は
、

表
現
内
容
自
体
が
秘
密
性
を
持
っ
か
否
か
を
判
断
基
準
と
し
て
、
発
信
者
を
特
定
す
る
情
報
を
開
示
で
き
る

北法55(5・149)2003



説

か
否
か
が
判
断
さ
れ
、
名
誉
段
損
的
表
現
が
問
題
と
な
っ
た
裁
判
の
中
で
罰
則
付
召
喚
令
状
を
発
す
る
こ
と
に
よ
り
プ
ロ
パ
イ
ダ
を
召
喚
し

(4
)
 

て
発
信
者
を
開
示
さ
せ
る
手
法
を
と
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
次
的
責
任
に
つ
い
て
は
深
入
り
す
る
こ
と

論

を
避
け
、
早
速
、
二
次
的
責
任
の
検
討
を
行
な
う
こ
と
に
し
よ
う
。

N
R
B
〈

〉

O
F
以
前

二
次
的
責
任
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
既
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

1
タ
l

パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ

l

(aEHFES『
H
配
布
者
)
に
あ
た
る
の
か
、

(5) 

(宮

σ-zz円
日
発
行
者
)
に
あ
た
る
の
か
に
よ
り
、
法
的
責
任
を
確
定
す
る
手
法
が
取
ら
れ
て
い
た
。

サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
当
初
に
お
い
て
は
、
同
様
の
判
断
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
判
断
手
法
に
よ
り
、
デ
ィ
ス
ト

(
6
)
 

リ
ビ
ュ

l
タ
l
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
ケ
l
ス
が
、
門
リ
ロ

σσ
『
〈
・
の
O
B宮
ω四
円
〈
刊
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
当
時
、
パ
ソ
コ

ン
通
信
業
者
で
あ
っ
た

の
O
B宮
ω刊
円
〈
白
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
「
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム

・
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
)
に
、
原
告
企
業
の
名
誉
を
段
損
す
る
内
容
を
含
む
電
子
ニ
ュ
ー
ズ

レ
タ
ー
が
ア
ッ
ブ
ロ
ー
ド
さ
れ
た
と
し
て
、
の
O
B吉
宮
門
〈
刊
の
責
任
が
追
及
さ
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
南
部
地
区
連
邦
地
裁
は
、
①
フ
ォ

l

ラ
ム
の
運
営
、
編
集
な
ど
、
内
容
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
わ
る
業
務
を
の

B
R
S
Q
B
B
5
5
5
S
E
n
-
(の
Q
)
に
外
部
委
託
し
て
い
た
点

を
と
ら
え
て
、
の
O
B宮
ω
2
5
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
②
実
際
上
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
ア
ツ

ブ
ロ
ー
ド
さ
れ
る
全
て
の
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
機
能
は
電
子
図
書
館
と

い
え
る
も
の
で
あ
り
、
公
立
図
書
館
、
書
庖
ま
た
は
ニ
ュ
ー
ス
ス
タ
ン
ド
に
類
す
る
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
1

タ
l
に
あ
た
る
と
判
示
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
の
O
B宮
ω伺
円
高
は
、
名
誉
を
段
損
す
る
表
現
の
存
在
を
「
知
っ
て
い
た
か
、
ま
た
は
知
り
得
べ
き
で
あ
っ
た

(7
)
 

E
5
E
0
5
M)」
場
合
に
の
み
、
被
害
者
に
対
し
て
責
任
を
負
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

(-20君
。
円
目
白
回
。
ロ

E
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(8) 

こ
れ
に
対
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ

l
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
ケ
1
ス
が
、
∞
円
『

E
R
g
o呉
5
02
〈・同》円

oem可
∞
何
円
三
円
切
で
あ
る
。
本
件
で
は
、

(
「
マ
ネ

1
・
ト

l
ク
」
)
に
、
証
券
投
資
銀
行
で
あ
る

原
告
の
名
誉
を
致
損
す
る
内
容
の
書
き
込
み
が
匿
名
の
ユ

l
ザ
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
と
し
て
、

po全
型
の
責
任
が
追
及
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー

の
O
B句
ロ
∞
刊
『
〈
白
と
同
様
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
業
者
で
あ
っ
た
閉
ざ
佳
昭
の
フ
ォ

ー
ラ
ム

ヨ
ー
ク
州
の
裁
判
所
は
、
①
家
族
で
安
心
し
て
楽
し
め
る

ン
ト
ロ

ー
ル
の
存
在
を

(poe哩
が
)

(
『

2
g
qゐユ
g
g己
)
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
に
対
す
る
コ

ユ
ー
ザ
達
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
た
点
、
②
自
動
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

・
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
ボ

l
ド
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
通
し
て
、
問
題
の
あ
る
表
現
を
削
除
す
る
な
ど
、
実
際
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
を
コ
ン
ト
ロ

l

ル
し
て
い
た
点
を
と
ら
え
て
、
の
忌

S
判
決
の
事
例
と
類
似
点
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
書
籍
、
雑
誌
、
新
聞
等
に
類
す
る
パ
ブ
リ
ッ

(
9
)
 

シ
ャ

l
に
あ
た
る
と
判
断
し
た
。
こ
の
同
ぎ
全
哩
判
決
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
通
信
業
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

つ
ま

り
、
多
く
の
プ
ロ
パ
イ
ダ
な
い
し
パ
ソ
コ
ン
通
信
業
者
は
、
名
誉
段
損
的
表
現
を
は
じ
め
と
し
て
、
他
者
の
権
利
を
侵
害
す
る
表
現
が
流
通

し
な
い
よ
う
に
、
内
容
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行

っ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
の
判
例
法
理
に
従
え
ば
、

(句『
O

監
理
の
よ
う

サイパースペースと表現の自由 (5) 

一
定
程
度
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
実
際
に
個
々
の
表
現
内
容
を
チ
ェ
ア
ク
で
き
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
表

(
凶
)

現
者
で
あ
る
ユ

l
ザ
と
同
様
の
責
任
を
問
わ
れ
る
お
そ
れ
が
出
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
表
現
内
容
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ぼ
す
程
度

に
正
比
例
し
て
、
そ
の
表
現
内
容
か
ら
生
じ
る
法
的
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
閉
ざ
金
型
判
決
の
帰
結
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

(日
)

通
信
業
界
を
「
ジ
レ
ン
マ
」
に
陥
り
さ
せ
、
表
現
内
容
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
削
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。

N
R
E
〈・〉
O
円
以
降

そ
の
た
め
、
立
法
府
は
こ
の
点
を
立
法
的
に
解
決
す
べ
く
、

ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
規
制
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
た
通
信
品
位
法

北法55(5・151)2005 



説

(の
。
ョ
ヨ
ロ

E
S巴
O
ロ∞
U
o
n
oロ
ミ
〉
n
r
の
り
〉
)
と
し
て
、

一
九
九
六
年
電
気
通
信
法
(
吋
巳
R
O
B
B
E
R邑
g
〉

ng明
石
ま
)
の
中
に
「
グ
ッ
ド

・

300己
ω白
呂
田

E
B
H
良
き
サ
マ
リ
ア
人
)
」
条
項
を
設
け
、
双
方
向
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
又
は
利
用
者
が
、

サ
マ
リ
タ
ン

号ム
ロ岡

わ
い
せ
つ
な
表
現
、
あ
る
い
は
名
誉
致
損
的
表
現
な
ど
で
あ
る
と
し
て
、
好
ま
し
く
な
い
と
判
断
し
た
表
現
を
ス
ク
リ
ー
ン
し
で
も
民
事
責

(ロ
)

任
を
負
わ
な
い
と
規
定
す
る
と
と
も
に
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
が
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
!
と
は
見
な
さ
れ
な
い
こ
と
を
規
定
し
た
。
こ
の
規

(日
)

定
の
立
法
者
意
思
は
、
「
グ
ッ
ド
・

サ
マ
リ
タ
ン
」
条
項
に
よ
り
閉
ざ
忌
哩
判
決
を
覆
す
意
図
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
議
事
録
等
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
で
は
な
い
と
し
て
も
、
果
た
し
て
、
コ
モ
ン
キ
ャ
リ
ア

(
8
5
5
8
n
E弓
)
の
よ
う
に

全
く
責
任
を
負
わ
な
く
て
よ
い
の
か
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ
ー
の
よ
う
に
名
誉
段
損
的
表
現
が
あ
る
こ
と
を
「
知
っ
て
い
た
か
、
ま
た
は

知
り
得
べ
き
で
あ
っ
た
」
場
合
に
の
み
責
任
を
負
う
の
か
、
そ
れ
よ
り
も
よ
り
限
定
的
な
場
合
に
の
み
責
任
を
負
う
の
か
、
が
解
釈
上
の
問

題
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(U) 

こ
の

「グ
ッ
ド
・
サ
マ
リ
タ
ン
」
条
項
の
解
釈
に
関
す
る
リ
l
デ
イ
ン
グ
ケ
l
ス
は
、

N
R
B
〈・

〉
B
B
S
C
E--E
で
あ
る
。
本
件
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
通
信
業
者
で
あ
っ
た
〉

B
3
2
0
Z
5
2
0
F
)
の
掲
示
板
に
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
連
邦
政
府
ピ
ル
の
爆
破
を
記
念
し
た

T
シ
ャ
ツ
を

販
売
す
る
旨
の
匿
名
の
書
込
み
が
な
さ
れ
、
連
絡
先
と
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
州
在
住
の
原
告
の
自
宅
の
電
話
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
た
た
め
、

原
告
は
〉
O
F
に
対
し
て
、
当
該
書
込
み
の
存
在
を
通
知
す
る
と
と
も
に
削
除
を
要
求
し
た
と
こ
ろ
、
〉
O
F
は
一
日
一削
除
し
た
が
、
そ
の
後

(
日
)

の
同
様
の
書
き
込
み
を
放
置
し
た
こ
と
か
ら
、
〉
O
F
の
責
任
が
追
及
さ
れ
た
。
パ
ー
ジ
ニ
ア
東
部
地
区
連
邦
地
裁
と
第
四
控
訴
裁
判
所
は
、

「
グ
ッ
ド
・
サ
マ
リ
タ
ン
」
条
項
の
趣
旨
を
、
プ
ロ
パ
イ
ダ
が
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
!
と
し
て
の
責
任
も
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ
ー
と
し
て
の
責

任
も
否
定
し
た
も
の
と
解
し
た
う
え
で
、
原
告
の
主
張
を
斥
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
判
決
は
、
①
プ
ロ
パ
イ
ダ
に
責
任
を
課
す
と
、
責
任
を

回
避
し
よ
う
と
す
る
プ
ロ
パ
イ
ダ
は
書
き
込
ま
れ
る
表
現
内
容
を
厳
し
く
制
限
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
、
②
プ
ロ
パ
イ
ダ
が
名
誉
致
損
的
表

現
を
「
知
り
得
べ
き
で
あ
っ
た
」
場
合
に
責
任
を
負
う
と
す
る
と
、
プ
ロ
パ
イ
ダ
が
知
る
努
力
を
し
な
く
な
り
、
自
発
的
規
制
に
対
す
る
イ
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シ
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
削
ぐ
こ
と
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
③
プ
ロ
パ
イ
ダ
に
(
対
応
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
)
庖
大
な
量
の
名
誉
致
損
を
受
け
た

と
の
通
知
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
表
現
の
存
在
を
「
知
っ
て
い
た
」
こ
と
を
理
由
と
し
て
責
任
を
負
う
と
す
る
と
、
そ
の
負

(

凶

)

(

げ

)

担
は
プ
ロ
パ
イ
ダ
に
と
っ
て
極
め
て
重
い
も
の
と
な
る
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

N
R
B
判
決
以
降
の
判
決
も
同
様
の
立
場
を
と

(
同
)

っ
て
い
る
。

た
だ
、
。
フ
ロ
パ
イ
ダ
に
対
し
て
完
全
な
免
責
を
与
え
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
表
現
の
自
由
を
重
視
す
る
あ
ま

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
決
の

E
ロ
ロ
忍
〈
・

P
。，

り
、
名
誉
の
保
護
に
欠
け
て
い
る
、
と
の
一
部
の
学
説
か
ら
の
批
判
も
あ
り
、
ま
た
、

(
凶
)

全
型
官

2
2
の
よ
う
に
、
当
該
免
責
は
条
件
付
き
の
も
の
で
あ
っ
て
、
「
現
実
の
悪
意
」
が
立
証
さ
れ
た
場
合
に
の
み
責
任
を
負
う
と
さ
れ

た
、
か
つ
て
の
電
信
会
社
に
対
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
免
責
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

一
応
の
例
外
を
定
め
て
い
る
ケ

l
ス
も
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
、
判
例
の
流
れ
と
し
て
は
、
事
実
上
、
「
グ
ッ
ド
・
サ
マ
リ
タ
ン
」
条
項
は
プ
ロ
パ
イ
ダ
に
対
し
て
完
全
な
免
責
を
与

(
ぬ
)

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

サイパースペースと表現の自由 (5) 

サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
原
理
論
の
具
体
的
適
用

可
『
O

忌
哩
判
決
は
、
プ
ロ
パ
イ
ダ
を
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
!
と
し
た
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
自
動
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
問
題
の
あ
る
表
現
が
削
除
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
「
コ

l
ド
」
に
よ
る
規
制
可
能
性

(
5
m
z
g

笠
宮
句
)
を
示
し
た
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
の
場
合
に
は
、
ユ

l
ザ
を

一
元
的
に
管
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
(
「
コ

l

で
は
な
い
て
ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
自
体
も
限
定
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ

ド
」
自
体
も
ユ

l
ザ
・
ペ
ー
ス
ト

(
5
2
t
E∞
邑
)

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
弱
点
を
緩
和
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
名
誉
段
損
的
表
現
を
考
え
る
際
に
は
、
そ
の
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説

(

幻

)

(

勾
)

(

幻

)

緩
和
は
認
め
ら
れ
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
技
術
、
サ
イ
ト
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
技
術
、
国
の
∞
が

持
つ
弱
点
が
そ
の
ま
ま
露
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。
更
に
、
画
像
や
動
画
を
中
心
と
す
る
ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
と
は
異
な
り
、
そ
の
大
半
が

吾1>.
百岡

文
字
の
み
に
よ
る
表
現
で
あ
る
名
誉
致
損
的
表
現
で
は
、
憲
法
上
規
制
が
許
さ
れ
る
も
の
の
み
を
(
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
)

「
コ
l
ド
」
に
よ
り
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
技
術
を
前
提
と
す
る
限
り
困
難
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
「
私
的
セ
ン
サ
ー
」
と

し
て
機
能
す
る
「
コ

l
ド
」
に
よ
る
規
制
は
、
親
、
親
権
者
等
の
私
人
が
自
発
的
に
行
な
う
も
の
で
あ
る
限
り
、
憲
法
上
の
問
題
は
生
じ
な

い
こ
と
か
ら
、
規
制
の
線
引
き
の
問
題
を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
親
が
自
ら
の
子
ど
も
が
そ
の
よ
う
な
サ
イ
ト
に
出

入
り
し
な
い
よ
う
に
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
表
現
を
見
る
こ
と
を
好
ま
な
い
者
が
自
発
的
に
用
い
る
に
す
、
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
名
誉
致
損
的
表
現
に
お
い
て
は
、
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
の
「
コ

l
ド
」
が
有
効
に
機
能
し
な
い
こ
と
か
ら
、
「
法
」

の
役
割
が
従
来
ど
お
り
期
待
さ
れ
る
領
域
と
評
価
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
新
技
術
の
登
場
に
よ
り
(
憲
法
上
の
)
規
制
の
線
引
き
が
可
能
と

の
役
割
が
増
大
し
、
「
法
」
の
役
割
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

な
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
コ

l
ド」

第
三
節

差
別
的
表
現

サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
差
別
的
表
現
の
動
向

(
M
)
 

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
差
別
的
表
現
(
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
)
が
問
題
と
な
っ
た
ケ
l
ス
は
あ
る
が
、
判
決
ま
で

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
パ
イ
ダ
を
経
由
し
て
行
わ
れ
た
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

(
お
)

有
罪
と
さ
れ
た
ケ

l
ス
は
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
判
決
が
出
さ
れ
た
ケ
l
ス
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
サ
イ
バ
ー
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ス
ペ
ー
ス
上
に
当
該
表
現
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
と
同
様
に
(
あ

(
お
)

る
い
は
そ
れ
以
上
に
)
差
別
的
表
現
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
れ
る
表
現
が
数
多
く
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
で
は
、
差

別
的
表
現
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
主
張
を
行
な
う
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、

ス
ト
ー
今
ロ
ン

ト

(
2
2
B
P
O良
)

(
関
口
穴

Z
H

E
S
)
等
に
お
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
構
成
員
聞
の
連
絡
手
段
と
し
て
も

や
ク
l
・
ク
ラ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ン

(
幻
)
(
お
)

機
能
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
と
同
様
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
差
別
的
表
現
に
対
し
て
判
決
が
出
さ
れ
た
ケ
l
ス
は
、
ま
だ
な

ぃ
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
判
決
が
出
て
い
な
い
こ
と
と
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
で
差
別
的
表
現
が
存
在
し
な
い
こ
と
と
は
、
同
一
で
は

サイパースペースと表現の自由(5) 

な
い
。
わ
が
国
で
も
、
差
別
的
表
現
が
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
法
的
紛
争
に
発
展
す
る
の
も
時
間

(
ぬ
)

の
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
差
別
的
表
現
に
関
連
す
る
有
名
な
ケ
l
ス
を
見
て
お
こ
う
。

(
ぬ
)

ω一
九
九
七
年
五
月
と
九
月
に
「
大
和
民
族
を
守
る
会
」
と
称
す
る
団
体
が
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
を
開
設
し
、
大
和
民
族
の
血
統
の
正
当
性
を

(
幻
)

主
張
す
る
中
で
、
部
落
差
別
を
正
当
化
す
る
主
張
を
行
い
、
か
っ
、
『
部
落
地
名
総
鑑
」
を
積
極
的
に
肯
定
し
た
ケ

l
ス

∞
一
九
九
七
年
五
月
、
福
岡
市
職
員
の
名
前
を
語
っ
た
人
物
が
差
別
的
表
現
を
含
む
電
子
メ

l
ル
を
送
信
し
、
受
信
者
が
、
そ
の
内
容
を

(
明
記
)

ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
ブ
の
電
子
掲
示
板
に
転
載
し
た
ケ

l
ス

ω一
九
九
七
年
五
月
、
大
阪
府
内
で
開
設
さ
れ
て
い
る
草
の
根
ネ
ッ
ト
に
、
大
阪
府
内
の
被
差
別
部
落
の
所
在
地
や
職
業
、
苗
字
な
ど
の

リ
ス
ト
、
お
よ
び
、
被
差
別
部
落
出
身
者
で
あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
方
法
を
記
し
た
書
込
み
が
な
さ
れ
た
ケ
l
ス

同
一
九
九
四
年
九
月
、
ニ
フ
テ
ィ
サ
l
ブ
の
電
子
掲
示
板
で
、
石
川
県
内
の
被
差
別
部
落
の
地
域
を
尋
ね
る
書
込
み
が
な
さ
れ
た
ケ
l
ス

(
お
)

(
同
様
の
ケ
l
ス
は
、
一
九
九
五
年
一
一
月
に
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
)

同
大
阪
大
学
部
落
解
放
研
究
会
が
運
営
す
る
電
子
掲
示
板
に
、
差
別
的
な
書
込
み
が
行
な
わ
れ
、
か
っ
、
同
研
究
会
の
ホ

1
ム
ペ

l
ジ
開
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説

(鈍
)

設
者
が
誹
詩
中
傷
さ
れ
た
ケ

1
ス
、
等
々
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

論

ま
た
、
こ
の
点
に
つ
き
、

二
O
O
一
年
三
月
に
、
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
か
ら
出
さ
れ
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
部
落
差
別

(お
)

宣
伝

・
煽
動
の
根
絶
を
求
め
た
提
言
(
案
)
」
で
は
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
と
り
わ
け
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
や
掲
示
板
を
悪
用
し
た
部
落
差
別
宣

伝
、
煽
動
」
は
そ
の
内
容
か
ら
、
①
被
差
別
部
落
の
所
在
地
一
覧
を
作
成
し
流
布
す
る
も
の
、
②
特
定
の
著
名
人
に
対
し
て
、
被
差
別
部
落

民
で
あ
る
と
か
在
日
コ
リ
ア
ン
で
あ
る
と
か
一
方
的
に
決
め
つ
け
た
情
報
を
流
布
す
る
も
の
、
③
「
部
落
民
を
破
滅
せ
よ
」

等
と
大
量
殺
裁

を
繰
り
返
し
呼
び
か
け
る
も
の
、
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
と
し
て
い
る
。

(

お

)

(

幻

)

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
差
別
的
表
現
に
対
す
る
規
制
が
判
例
・
学
説
上
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か

ら
な
の
か
、
当
該
表
現
が
匿
名
で
な
さ
れ
、
ま
た
名
誉
致
損
的
表
現
と
は
異
な
り
、
攻
撃
対
象
が
特
定
的
で
は
な
い
か
ら
な
の
か
、
そ
れ
と

も
、
た
だ
単
に
判
決
が
出
て
い
な
い
だ
け
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
学
説
上
の
議
論
に
お
い
て
も
ま
だ
低
調
な
状
態
で
あ
る
。
し
か
し
、

「法
」
に
よ
る
規
制
だ
け
で
は
な
く
、

「コ

l
ド
」
に
よ
る
規
制
を
も
問
題
と
す
る
本
稿
で
は
、
差
別
的
表
現
も
検
討
対
象
と
な
り
え
る
の

で
あ
る
。
次
に
検
討
し
よ
う
。

サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
原
理
論
の
具
体
的
適
用

こ
の
領
域
で
用
い
ら
れ
る
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
多
く
は
、
既
に
み
た
よ
う
な

皆
『雪印
門口町
や
の
志
向
F
R
o-等
に
代
表
さ
れ
る
、

(
お
)

商
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ブ

ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
、
ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
の
み
な
ら
ず
、
差
別
的
表
現
を

含
む
、
広
い
意
味
で
の
差
別
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

(宮
門
広
三

B
m
m
gmo)
を
ブ

ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
可
能
な
仕
様
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

ヅ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
規
制
を
行
な
お
う
と
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
対
象
が
異
な
る
の
み
で
あ
り
、
ブ

ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
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技
術
が
持
つ
欠
点
は
差
別
的
表
現
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
か
否
か
の
判
断
基
準
は
商
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
メ

l
カ
に
よ
り

異
な
り
、
ま
た
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
の
欠
陥
か
ら
、
差
別
的
表
現
を
適
切
に
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
差

(
ぬ
)

別
的
表
現
で
は
な
い
、
教
育
上
有
用
な
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
っ
て
も
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

(ω) 

の
参
入
で
あ
っ
た
。

一
部
で
注
目
さ
れ
た

の
が
、
こ
の
領
域
に
お
け
る
反
中
傷
同
盟
(
〉

E
'
O四
P
E
S
S戸
g
m
g一〉
U
F
)

〉
O
F
が
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
以
前
の
他
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
、
差
別
的
表
現
に
関
し
て
約
八
五
年
間
に
渡
っ
て
培
っ
て
き
た
専
門
的

(
叫
)

知
見
を
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
に
活
用
す
る
こ
と
は
有
用
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
親
や
教
員
に
対
し
、
子
ど
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全

に
利
用
で
き
る
よ
う
な
手
段
を
与
え
る
こ
と
は
重
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
〉
U
F
が
有
す
る
専
門
的
知
見
を
用
い
た
と
し

て
も
、
そ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
自
体
が
有
す
る
欠
陥
の
た
め
に
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
十
全
に
ソ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
ー
ト
す
る

(
位
)

こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
っ
て
も
、
「
私
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
自
発
的
に
家
庭
等
で
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
、

サイパースペースと表現の自由 (5) 

憲
法
上
、
そ
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
、
親
が
子
ど
も
の
見
る
テ
レ
ビ
番
組
に
制

限
を
加
え
た
り
、
購
入
す
る
書
籍
・
雑
誌
に
注
文
を
つ
け
る
こ
と
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能

す
る
場
合
を
考
え
て
み
る
と
、
ま
ず
、
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
差
別
的
表
現
と
い
う
規
制
カ
テ
ゴ
リ
ー
自
体
を
否
定
す
る
、
判
例
・
通

説
の
理
解
か
ら
す
れ
ば
、
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
「
コ

l
ド
」
は
ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
使
用
は
違
憲
と
な
る
。
そ
し
て
、

差
別
的
表
現
の
規
制
根
拠
を

「
少
数
者
(
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
)
集
団
に
属
す
る
個
々
人
の
名
誉
感
情
」
の
保
護
と
し
、
「
こ
と
さ
ら
に
侮
辱
す

r
s
A
句、

る
意
図
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
、
き
わ
め
て
悪
質
な
も
の
」
に
限
り
、
規
制
が
合
憲
に
な
る
と
す
る
立
場
に
立
っ
と
す
れ
ば
、
公
的
規
制
を
承

の
使
用
が
直
ち
に
違
憲
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
〉
U
F
等
の
参

認
す
る
以
上
、
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
「
コ

l
ド」

入
に
よ
り
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
あ
る
程
度
ソ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
ー
ト
さ
れ
る
と
し
て
も
、
合
憲
と
さ
れ
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
ソ
フ
イ

北法55(5・157)2011 



説

ス
テ
ィ
ケ
l
卜
さ
れ
る
の
は
、
現
段
階
に
お
い
て
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
少
数
説
が
既
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
差
別

(
糾
)

的
表
現
、
本
来
が
持
つ
、王
観
的
感
情
的
な
性
質
が
そ
の
定
義
自
体
を
(
ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
以
上
に
)
不
明
確
に
し
て
お
り
、
こ
の
不
明

ミ子ふ

白岡

確
な
基
準
に
よ
り
、
不
十
分
な
形
で
し
か
ソ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
ー
ト
さ
れ
て
い
な
い

現
在
の
技
術
で
は
ソ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
ー
ト
さ
れ
る
見
込

み
の
な
い
)
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
用
い
た
規
制
は
合
憲
と
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
判
例
・
通
説
の
立
場
に
立
つ
と
、
差
別
的
表
現
の
領
域
に
お
い
て
は
、
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
規
制
要

素
(
『
晶
E
R
O円)
の
存
在
自
体
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
「
法
」
も
「
コ

l
ド
」
も
機
能
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
少
数
説
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
と
、
規
制
要
素
の
存
在
自
体
は
否
定
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
名
誉
段
損
的
表
現
の
場
合
と
類
似

し
た
枠
組
み
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
の
「
コ

l
ド
」
が
有
効
に
機
能
し
な
い
こ
と
か
ら
、
「
法
」

の
役
割
が
従
来

ど
お
り
期
待
さ
れ
る
領
域
と
評
価
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
新
技
術
の
登
場
に
よ
り
、
「
コ

l
ド
」

(特
)

る
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。

の
役
割
が
増
大
し
、
「
法
」

の
役
割
が
減
少
す

第
四
節

括

本
章
で
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の

一
点
目
は
、
ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
を
中
心
と
し
た
サ
イ
バ

ー
ス
ベ

l

ス
上
の
表
現
内
容
規
制
の
現
状
の
検
討
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
規
制
を
そ
の
中
心
に
置
い
た
の
は
、
リ
ア
ル
ス
ペ

ー
ス

上
の
表
現
の
自
由
論
に
お
け
る
ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン

ツ
規
制
の
重
要
度
は
そ
れ
ほ
ど
高
い
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
サ
イ

バ
ー
ス
ペ

ー
ス
上
に
お
け
る
そ
れ
は
、
非
常
に
高
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る

サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
に
お
け
る
表
現
内
容
規
制

の
議
論
が
、
主
と
し
て
ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
規
制
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
と
と
も
に
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
上
の
ア
ダ
ル
ト
コ
ン

北法55(5'158)2012



テ
ン
ツ
へ
の
対
処
方
策
い
か
ん
が
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
将
来
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
大
き
く
左
右
す
る
と
の
認
識
も
理
由
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
)
。
こ
の
点
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
、
従
来
、

リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
上
で
適
用
さ
れ
て
き
た
メ
デ
ィ
ア
特
性
分
析

(B
E
E
S
-

目。R
B
n
自由
-3Z)
を
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
も
適
用
し
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
表
現
内
容
規
制
立
法
に
も
厳
格
審
査
基
準
が
適
用
さ

(
川
也
、

れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
れ
ノ
カ
こ
の
判
例
法
理
の
趣
旨
は
、
ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
表
現
に
も
及
ぶ
も
の
と
解
さ

れ
る
に
至
っ
た
。

そ
し
て
二
点
目
と
し
て
、
「
法
」

の
み
を
規
制
要
素
と
す
る
従
来
型
の
規
制
方
式
で
は
な
く
、
「
コ

l
ド
」
等
も
含
め
た
規
制
方
式
を
用
い

た
な
ら
ば
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
規
制
ス
キ
l
ム
が
考
え
ら
れ
る
の
か
を
検
討
し
た
。
本
文
で
は
、
「
コ
ー
ド
」
の
働
き
(
な
い
し
規
制
可

の
側
面
の
み
か
ら
結
論
部
分
を
説
明
し
た
感
が
強
い
の
で
、
こ
こ
で
は
規
制
根
拠
の
側
か
ら
、
ま
と
め
を
行
な
っ
て
お
こ
う
。

(
灯
)

ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
の
規
制
根
拠
は
、
子
ど
も
の
保
護
と
当
該
表
現
を
見
た
く
な
い
者
の
保
護
に
あ
る

能
性
)
既
に
第
一
章
で
み
た
よ
う
に
、

サイパースペースと表現の自由 (5) 

(
社
会
的
)
名
誉
の
保
護
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、

(
川
町
)

味
で
の
)
表
現
受
領
者
の
保
護
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
領
域
に
お
け
る
「
法
」
の
必
要
性
は
「
コ

l
ド
」
の
働
き

と
さ
れ
、
名
誉
致
損
的
表
現
の
規
制
根
拠
は
被
表
現
者
の

い
ず
れ
も
(
広
い
意

の
強
弱
(
規
制
可
能
性
の
高
低
)
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
の
「
コ

l
ド
」
に
よ
り
(
広
い
意
味

で
の
)
表
現
受
領
者
が
保
護
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
(
「
法
」
に
よ
る
)
規
制
根
拠
自
体
が
消
滅
し
、
そ
れ
に
よ
り
「
法
」
の
出
番
が
不
要
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
「
コ

l
ド
」
が
最
も
強
く
働
く
(
規
制
可
能
性
が
最
も
高
い
)
と
さ
れ
る
ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
が
是
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
「
法
」
の
役
割
が
極
小
化
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
の
に
対
し
、
「
コ

l
ド」

(
規
制
可
能
性
が
最
も
低
い
)
名
誉
致
損
的
表
現
に
お
い
て
は
、
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
の
「
コ

l
ド
」
を
用
い

の
働
き
が
最
も
弱
い

る
こ
と
は
難
し
く
、
こ
こ
で
は
、
従
来
型
の
「
法
」
が
機
能
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
差
別
的
表
現
に
つ
い
て
は
、
こ
の
領
域
に
お

け
る
表
現
内
容
規
制
自
体
を
通
説
・
判
例
は
認
め
な
い
た
め
、
規
制
根
拠
自
体
が
存
在
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」

北法55(5・159)2013



説

「コ

l
ド」

，-
、v'
-

J

、

T'
ず

'
l』

「
個
々
人
の
名
誉
感
情
」

等
を
規
制
根
拠
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

を
用
い
る
こ
と
は
違
憲
と
な
る
。

と
し
て
の

論

な
ら
ば
、
名
誉
段
損
的
表
現
の
ケ

l
ス
と
同
様
の
枠
組
み
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
以
上
の
よ
う
に
考
え
た
と
し
て
も
、
「
私
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
「
コ

l
ド」

の
使
用
に
つ
い
て
は
、
憲
法
上
の

問
題
は
生
じ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
自
ら
の
家
庭
に
お
い
て
自
発
的
に

「コ

ー
ド
」

を
選
択
し
、

自
ら
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
は
、

第

11多

正
の
問
題
と
は
関
係
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
違
憲
・
合
憲
の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
、

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
当
・
不
当
の

問
題
は
残
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
問
題
と
な
る
表
現
を
「
コ

l
ド
」
に
よ
っ
て
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
、
当
該
表
現
の
基
と
な
っ
て
い
る
社

(羽
)

会
的
現
実
に
目
を
背
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
当
・
不
当
の
レ
ベ
ル
の
議
論
は
し
な
い
こ
と
に
す
る
。

(l
)
拙
稿
「
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
と
表
現
の
自
由
つ
乙
|
表
現
内
容
規
制
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
憲
法
理
論
の
検
討
を
中
心
に
|
」
北
法
五
五
巻

二
号
八
六
|
八
七
頁
。

(2
)
「
従
わ
な
い
と
き
に
は
罰
を
課
す
る
旨
の
警
告
の
も
と
に

一
定
の
日
時

・
場
所
に
出
頭
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
る
裁
判
所
の
令
状

(
2
5
0
今
日

で
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証
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 (E. 
0
 

Pa. 
1999); Blumenthal v. 

O
r
u
g
e
，
 99
2
 F. 
Supp. 4
4
 (0. O. C. 

1998); N
a
x
o
s
 R
巴sources
，
Ltd. v
.
 So
u
t
h
a
m
，
 1996 U.S. Ois

t. 
L
E
X
I
S
 2
1
7
5
7
 &
 

2
1
7
5
9
 (S
.
 
O. C
a
l. 
1996)
;
 Clayton v. 

Farb
，
 1998 O
e
l. 
S
u
p
e
r. 
L
E
X
I
S
 175 (Supe

r. 
C
t. 
1998)
;
 Co
m
p
u
S
e
r
v
e
 v. 
Patterson
，
 89 F.3d 1257 (6th 

Ci
r. 
1996); Edias Software Int'l v. 

Basis lnt
'l，
 Ltd.
，
 94
7
 F. 
Supp. 4
1
3
 (0. Ariz. 

1996). 

(司
)
See A
b
o
u
t.
c
o
m
 v. 
O
o
e
 (S. 
O. N. Y.， 

filed A
p
r
 11
，
 2000)
，
 
see also Carl S

.
 
Kaplan
，
 
Suit Against A

n
o
n
y
m
o
u
s
 Pest Revives Online Speech 

L
mν
available 

at 
http://www

.nytimes.com/library
/tech/00/04/cyber/cyberlaw/2

1l
a
w
.
h
t
m
l
(l
ast 
vis
ited 
A
p
r
 
1
，
 2004); 
A
n
o
n
y
u
m
o
u
s
 

publicly 
Traded v. 

O
o
e
，
 Mi
s
c
 L
a
w
 No. 4
0
5
7
0
 (Va. 
Ci
r. 
C
t.， 
F
a
iJfax C
t.， 
2000); 
X
i
r
c
o
m
.
 Inc 
v. 
0
0
巴
(Ca
l.
Sup. 
C
t. 
1999)
，
 see α
lso 

R
巴becca
Fairley 
R
a
n
e
y
，
 Judge 
Rejects 
Online 
Critic's 
Efforts 
to 
R
e
m
a
i
n
 
A
l1o
n
y
m
o
u
s
，
 available 

at 
http://archive.ny-

times.com/library/t
巴c
h
/99/06/cyb

巴r/articles
I1
5identity.html

(Iast visited A
p
r
 1，2004); H

v
i
d
e
 v. 
A
C
L
U
 (Fla. Ois
t. 
C
t. 
App. 3
d
，
 2000)
，
 see 

also 
John 
Schwartz

，
 Questions 

011 
Net Anonymity

，
 available 

at 
http://www

.nytimes.com/2000110117/technology
Il
7
0
N
L
I.
html
(l
ast 

visited A
p
r
 1 ，
 2004)
.
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説=-~‘ 両岡

賢
出
版
・
一
九
九
八
年
)
六
一
三
頁
に
よ
る
。

(8)
印
5
2
2
0件
目
。
=
=
閉
ざ
品
目
匂
∞
R
i
s
-
-
3
u
Z目
Jヘ
ζ
z
n
「思内目的
M
M申

(
Z
Jヘ・印
巴司

0
・
3
2
)・本
件
は
、
①
司『
O
己

-m
可
が
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ

l
で

あ
る
か
否
か
、
②
「
マ
ネ
i
・
ト
l
ク
」
の
ボ

i
ド
リ
ー
ダ
ー
(
シ
ス
オ
ペ
)
は
刃
包
ぷ
可
の
「
代
理
人
」
と
し
て
行
動
し
た
も
の
で
あ
る
か
否

か
、
の
二
点
に
つ
い
て
判
断
を
求
め
た
略
式
判
決
(
印
ロ
ヨ
ヨ
白
「
三
邑
加
ヨ
四
主

で
あ
り
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
表
現
が
名
誉
致
損
に
あ
た
る
か
等

の
実
体
判
断
に
つ
い
て
は
争
わ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
こ
の
略
式
判
決
の
後
、
両
者
は
和
解
し
て
い
る
。

(9)
内
田
晴
康
・
横
山
経
通
編

『イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
法
|
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
の
指
針
l
』
(
商
事
法
務
研
究
会
・
一
九
九
七
年
)
六

一
|
六
三
頁
。

(
叩
)
同
書
六
三
六
四
頁
。

(日
)
二
つ
の
判
決
に
つ
き
、
吉
田
和
夫
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
上
の
名
誉
致
損
l
プ
ロ
パ
イ
ダ
l
、
シ
ス
テ
ム
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
責
任
を
中
心
に
l
」

早
稲
田
社
会
科
学
研
究
五
五
号
一
頁
以
下
、
松
井
茂
記

『イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
憲
法
学
』
(
岩
波
書
庖
・
二
O
O
二
年
)

一一一一
人
|
二
三
O
頁
、

ジ
エ
レ
ミ

l
・
ハ
リ
ス

・
リ
プ
シ
ユ
ル
ツ

(
尾
内
達
也
訳
)
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
表
現
の
自
由
』
(
陥
星
社

二
O
O
四
年
)
一
四
一一一
|

一
四
七
頁
、
船
越
一
幸
「
情
報
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
時
代
の
人
格
権
|
』

(北
樹
出
版
・

二
O
O
-
-年
)
一
O
九

一
一
二
頁
、
白
田
秀
彰
「
〔
最
近
の
判
例
〕
独
立
し
た
情
報
提
供
事
業
者
が
送
信
し
た
電
子
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
を
、
内
容
に
つ
い
て
関
与
す
る
こ

と
な
く
伝
達
し
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
か
、
又
は
知
る
理
由
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
、

そ
の
内
容
を
原
因
と
す
る
不
法
行
為
責
任
を
負
う
」
ア
メ
リ
カ
法
(
一
九
九
八
1

二

二

二

頁
以
下
、
飯
野
守

「サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
お

け
る
表
現
の
自
由
と
プ
ロ
パ
イ
ダ
l
の
法
的
責
任
」
文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
四
四
集
九
七
九
八
賀
、
棚
橋
元
「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
法
律
問
題
と
現
状
で
の
対
応
策

(3)
」
Z
回
戸
六
一
八
号
三
四
頁
以
下
、
平
野
晋
「
ユ

ー
ザ
ー
の
名
誉
致
損
行
為

に
対
す
る
目
印
刷
V

の
民
事
責
任
(
上
ご
判
タ
一
O
O
二
号
四
五
頁
以
下
、
内
藤
順
也
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
法
律
問
題
l
米
国

法
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
パ
イ
ダ
l
の
民
事
責
任
(
下
こ
際
商
二
四
巻
七
号
七
一
八
七
二
三
頁
、
土
谷
喜
輝
ほ
か
編
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
米
国
判
例
・
法
律
一
O
O
選
(
改
訂
版
)
』
(
ジ
ェ
ト
ロ
・

二
O

O
一
年
)

一
七
二
|
一
七
三
頁
、
ジ
ヨ
ナ
サ
ン
・
ロ
ー

ズ
ナ
l

(
銀
座
第
一
法
律
事
務
所
訳
)

『サ
イ
バ

ー
ロ
1

1

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
法
律
|
』
(
中
央
経
済
社

・
一
九
九
九
年
)
八
八
|
九
五
頁

〔』

OZ〉叶国〉
z
m
O印
開

Z男
h
〈
国
男
「
〉
手
司
自
「
〉
芝

O
Z
E
Z話回
Z
E
t
己
主
M

∞
(-33〕
、
マ
イ
ケ
ル

-
R
・
オ
l
パ
リ
l

(
藤
本
叔
子
訳
)『

e

ポ
リ
シ
ー
」
(
日
経
回
目
M

社
・
二
O
O
一
年
)
七
九
八
五
頁
、
ス
ミ

l
デ
イ
ン
グ
ホ
フ
編
・
上
掲
書
[
注
7
]
四
五
O
|
四
五
二
頁
参
照
。

(
ロ
)
一
九
九
六
年
電
気
通
信
法
(
ミ
ロ
・
臼
の
・
間
一
N
U
O

(

円)(})
)
に
よ
る
解
決
(
訳
は
、
郵
政
省
郵
政
研
究
所
編
『
一
九
九
六
年
米
国
電
気
通
信
法
の

北法55(5・162)2016



サイパースペースと表現の自由 (5) 

解
説
』
(
商
事
法
務
研
究
会
・
一
九
九
七
年
)
二
九
八
頁
に
よ
る
)

「
仲
不
快
感
を
与
え
る
素
材
の
「
親
切
な
サ
マ
リ
ア
人
」
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
選
別
に
対
す
る
保
護
|

「
川
発
行
者
(
宮

σr宮
『
)
又
は
代
弁
者
(
名
g
r
R
)
と
し
て
の
取
扱
1

双
方
向
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ
ー
ビ
ス
の
い
か
な
る
提
供
者
又
は
利
用

者
を
も
、
別
の
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
提
供
者
が
提
供
す
る
情
報
の
発
行
者
又
は
代
弁
者
と
し
て
取
り
扱
っ
て
は
い
け
な
い
。

「
凶
民
事
責
任
|
い
か
な
る
双
方
向
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
又
は
利
用
者
も
、
次
の
事
項
を
理
由
と
し
て
責
任
が
あ
る
と
み

な
し
て
は
な
ら
な
い
。

「
凶
当
該
提
供
者
又
は
利
用
者
が
わ
い
せ
つ
な
、
淫
ら
な
、
好
色
な
、
卑
狼
な
、
過
度
に
暴
力
的
な
、
困
惑
さ
せ
る
よ
う
な
そ
の
他
の
好

ま
し
く
な
い
と
判
断
し
た
素
材
が
憲
法
上
保
護
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
素
材
へ
の
ア
ク
セ
ス
又
は
そ
の
利
用
可
能

性
を
制
限
す
る
た
め
に
誠
実
に
、
か
っ
、
任
意
に
と
っ
た
措
置

通
信
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
、
州
法
に
よ
る
規
制

ま
た
、
当
己
∞
・
の
間
一
N
U
C
S
)

は
、
同
時
に
以
下
の
よ
う
に
定
め
、
刑
事
法
、
知
的
財
産
権
法
、

に
つ
い
て
は
、
「
グ
ッ
ド
・
サ
マ
リ
タ
ン
」
条
項
の
適
用
が
な
い
と
し
て
い
る
。

「
同
他
の
法
律
に
対
す
る
影
響
(
訳
は
、
郵
政
省
郵
政
研
究
所
編
・
上
掲
書
二
九
八
頁
に
よ
る
)

「川
刑
事
法
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
本
条
の
い
か
な
る
規
定
も
、
本
法
第
二
二
三
条
、
合
衆
国
法
典
第
一
八
編
の
(
わ
い
せ

つ
に
関
す
る
)
第
七
一
章
も
し
く
は
(
児
童
の
性
的
搾
取
に
関
す
る
)
第
一
一

O
章
又
は
そ
の
他
の
連
邦
刑
事
制
定
法
の
施
行
を
妨
げ
る
も

の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

「
山
知
的
財
産
権
法
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
本
条
の
い
か
な
る
規
定
も
、
知
的
財
産
に
関
す
る
法
律
を
制
限
し
又
は
拡
大
す
る
も
の

と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

「

ω州
法
|
本
条
の
い
か
な
る
規
定
も
、
州
が
本
条
に
合
致
す
る
州
法
の
施
行
を
阻
止
す
る
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。
本
条
に
合
致

し
な
い
州
法
又
は
地
方
条
例
に
基
づ
き
、
い
か
な
る
訴
訟
を
も
提
起
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
い
か
な
る
責
任
を
も
課
し
て
は
な
ら
な
い
。

「
凶
通
信
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
|
本
条
の
い
か
な
る
規
定
も
、
一
九
八
六
年
電
子
通
信
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法

も
し
く
は
同
法
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
法
律
の
規
定
又
は
類
似
の
州
法
の
適
用
を
制
限
す
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

北法55(5・163)2017



説
吾ふ
員同

な
お
、
知
的
財
産
権
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
に
お
い
て
、
「
グ
ッ
ド
・
サ
マ
リ
タ
ン
」
条
項
が
適
用
さ
れ
る
と
の
原
告
の
主
張
を
退
け
た
ケ
ー

ス
と
し
て
、
。
E
n
Q
〉
5
3
2
〈

-E-一
持
〉
n
o
n
-
白
R
P
-
凶
凶
明
・
印
巴
宅
-佳
品
3
3
0
・
Z
Jヘ
M
O
O
-
)
が
あ
る
。

(日
)的

知
8
・Z
0
・
M
U
0
・
5
会
z
n
g
m
J
M
ι
P
E
-
-
E
2
3
m
山
)
・

「
一
九
九
六
年
通
信
法
に
付
帯
す
る
議
会
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
『
[
二
三
O
条
例
]
の
目

的
の

一つ
は
、
問
題
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
自
己
の
も
の
で
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
ま

で
プ
ロ
パ
イ
ダ
お
よ
び
ユ

l
ザ
を
出
版
社
又
は
送
信
者
的
立
場
に
あ
る
も
の
と
取
り
扱
っ
た
印
可
E
2
0呉
ヨ
。
三

〈
間
半
O
全
型
事
件
判
決
そ
の
他

の
類
似
判
決
を
覆
す
こ
と
に
あ
る
』
と
明
記
さ
れ
て
い
る
(
白
河
の
o
ぇ
・
宮
司
-
Z
o
S
∞
e

白こ
ま
・
5
ht
z
n
g
加
」
M
a

r
回
目
(
』
B
E
R
『

凶ケ

}
3
5
)
)」

ジ
ェ
フ
リ
l
・
p
・
カ
ナ
l
ド
ほ
か
(
二
関
辰
郎
訳
)
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
法
の
発
展
状
況
〔

I
〕
」
際
商
二
七
巻
五
号
五
二
六
頁
。

(HH
)
N
m
g
=
〈
・〉
ヨ
刊
『
H
S
O
ロ
ロ
ロ
タ
ヨ
∞
-
u
-
∞
Ehu-u-
ご
MK#
(
肘
・
0
・
〈
白
・
]
唱
ヨ
γ

一N
甲
司
凶
a
u
M
斗
(
会
宮
内
可
否
ヨ
)
唱
門
町
、
4
-
h
S
R
R
U
N
A
F
C
∞
・
3
斗
(
}
甲
小
V

∞)

(
日
)

ロ
l
ズ
ナ
l
・
前
掲
書

[注
目
]
九
六
頁
。

(日
)
同
書
九
七
頁。

(口
)
N
2
2
判
決
以
降
、
「
グ
ッ
ド
・
サ
マ
リ
タ
ン
」
条
項
が
問
題
と
な
っ
た
ケ
l
ス
と
し
て
、

回
-z呂
町
三
宮
一
〈
F
E
m
P
3
N
回
り
・臼
E
毛
主

S
・o
-n・

】唱唱∞
)

w

〉
』
E
E
O
〈
何
一四
円
円
ユ
の
F
円
f
M
小
玄
白
色
S
F
-
M
N
伺
司
(
回
Z
〉
)
}
。
ω
一山(の同一-∞
己司円
e

の
【
一
喝
喝
、可)
一国内四
ヨ由民〈
・
叶
-
B
P
Z
0
・
切
の
-
∞
品
、
ヨ
申
(円
'〉印巴司円・門川円
・

3
甲山山
y
h
町内
宮門司・ミ刊加同-
-者刊『
・曲
。
一-
n
o
g
注
目
n
Z
5
ロ
印
¥
弘
一
己
目
p
g
¥
宮
呂
田
M
E
a
-
Z
S
】
(
宮
田
円
三
日
-
B
且
〉
宮
ア
N
C
C
品
)
一
口
o
m
〈
〉
ヨ
白
『
一
口
白
O
ロ
一
5
P
N
凶
宮
旦
E
F
・

河刊司
・(回
Z
〉
)
M
ニM
(同
u
s
o
-
民
向
門
〉
司
自
u
-
M
門
U
F
2
}
沼
市
山
斗
)咽
一回門門司
・¥
〉
そ
垣
垣
F
o
c
ロ
己
可
n
o
g
¥
の
〉
白
山
印
¥
門
)
0
0
1
〈
l
〉
o
r'z
s
一
色
白
己
主
m
-
B
巳
〉
唱
『
ア
N
O
O
A
宇
)・

切
g
開
門
N
p
t
ξ
2
5
5
5
nw
の
O
〈
・
〉
5
2
2
0
ロ
ロ
ロ
タ
M
g
匂
包
唱
∞
。
2
2
F

。司
M
O
0
3
・
n
き
た
ミ
ミ
・
出

-c・
∞
・
∞
区
(
N
0
0
0
)
等
が
あ
る
。

(凶
)
N
R
B
判
決
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
判
決
に
つ
き
、
町
村
泰
貴
「
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
1

ゼ
ラ
ン
事
件
」
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

弁
護
士
協
議
会
編
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
件
と
犯
罪
を
め
ぐ
る
法
律
』
(
オ
l
ム
社
・
二
0
0
0
年
)
二
四
頁
以
下
、
平
野
晋
・
相
良
紀
子
「
解

説
『
N
q
g
対
〉
。
乙
事
件
」

判
タ
九
八
五
号
七
三
頁
以
下
、
平
野
晋
「
ユ
ー
ザ
ー
の
名
誉
段
損
行
為
に
対
す
る

】印刷
V

の
民
事
責
任
(
下
)
」
判

タ
一
O
O
三
号
八
八
頁
以
下
、
松
井

・
前
掲
書
[
注
日
]
二
三
O
|
一
三
二
頁
、
飯
野
・
前
掲
論
文
[
注
日
]

一

o
o
-
-o
一
頁
、
ロ
ー
ズ

ナ
!
・

前
掲
書

[注
日
]
九
六
|
九
七
頁
、
土
谷
ほ
か
編
・
前
掲
書

[注
目
]

一
七
四
l
一
七
九
頁
、
ヵ
ナ
1
ド
ほ
か
・
前
掲
論
文
[
注
目
]

五
二
七
|
五
二
九
頁
、
平
野
晋
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
法
判
例
紹
介

g
E
g
g
多
色

対
回
『
邑
常

お
よ
び
〉
ヨ
3
2
0
ロ
一5
p
z
n
事
件
判
決
|
」
際

商
二
六
巻
五
号
六
四
八
|
六
回
九
頁
、
平
野
晋
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
法
判
例
紹
介
|
回
g
開
R
P
巧
2
5
2
2
h
w
n
o
対
〉
O
F
l
」
際
商
二
七
巻
六

号
七
一
四
|
七
一
五
頁
、

拙
稿
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
対
す
る
規
制
」
岡
田
信
弘
編
『
憲
法
の
エ
チ
ュ

ー
ド
』
(
八
千
代
出
版

・
二
O
O
凹
年
)

:1ヒj去55(5・164)2018



サイパースペースと表現の自由 (5) 

一O
九
頁
参
照
。

(
叩
)
戸
ロ
ロ
ロ
刊
〕
『
〈
司
円
。
全
mv、印四円〈
-n
pamw凶
Z
J円印
M仏凶凶叶

(ZJヘ
〉
沼
Y
N
m
H
U-〈
・
3
甲∞
)eh同町、
Hdzm
〉
g
o
n
E門
旦
句
『四回
目白
E
m
E
R
a
-
E尽
き
同
町
、
、
6
5
h出向、
=qH

九

Nb守
な
を
-
h・ヨ
s
~
h
A
P
S
E
S
-
h号、町
吉

町

む

き

ミ

~
E
bて
む
た
邑
な
ミ
『
与
・
ミ
凹
g
丘四
E
g
g
-
2
5
5・n
2
5
2
5邑
C
ロ
'
垣
亘
書
【
豆
諸
¥
印
'

noSNIMCOCCU{)N-ZE
一(
Z
2
5
2
8品
』
釦
ロ
タ

NOON)

(
却
)
「
グ
ッ
ド
・
サ
マ
リ
タ
ン
」
条
項
は
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
業
者
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
プ
ロ
パ
イ
ダ
を
適
用
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
レ
ン
タ
ル
会
社

(
U
8
〈
-
p
g
g
p
o
E
2
5
5・
N
C
S
C
-∞
・
0
2・
戸
別
一
目
的
遺
品
∞

(
Z
O・

g
-
M
c
g
)
)
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
社

3
5
5『
〈
刊
宮
ア
ロ
〈

Z
O
岩
法
ま
(
印
吾
-D(UP-NCCC))
に
ま
で
、
そ
の
適
用
範
囲

が
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
幻
)
表
示
さ
れ
る
べ

l
ジ
の
中
の
文
字
を
自
動
的
に
検
索
し
、
問
題
と
な
る
一
言
葉
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
ペ

l
ジ
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る

技
術
。

(
包
)
人
間
の
手
に
よ
っ
て
ペ

l
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
ペ

l
ジ
に
問
題
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の

CHNF
の
も
の
は
表
示
し
な
い
よ
う
に
す
る
技
術
。

(
幻
)
河
川
山
〉
の

(
m
R
B
S
g己
∞
O『Z
R
?
E
5
8ミ
の
。
E
nロ
)
が
提
案
し
て
い
る
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
(
問
的
〉
円
以
)
で
は
、
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
暴
力
、

裸
体
、
性
、
言
葉
の
四
つ
の
観
点
を
五
段
階
で
評
価
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
「
言
葉
」
の
観
点
は
、
主
と
し
て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
よ
う

な
辛
錬
な
言
葉
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
名
誉
致
損
的
表
現
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
(
吉
自
主
玄
5
。
〉
百
N
N
P

。〈ENHZ
O

↓日目
Z
目
室
田
一
p
s
p
g
z
日間
Z印〉
Z
U
開

-g同叶臼
4
0
5問
。
官
。
〉
「
〉
d
o
z
∞
凶
(
一
事
∞
)
)
。

(
但
)
〉
巳
》
国
〉
買
ω
と
い
う
白
人
至
上
主
義
グ
ル
ー
プ
が
自
ら
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
上
で
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
脅
迫
等
を
含
む
表
現
を

行
な
っ
た
た
め
に
、

3

5
ミ
Z
S
E
∞
S
S
C
三
-
m
E
B
Z
∞
s
z
g
Q
E
n
ω

∞凶
0
3
に
違
反
す
る
と
し
て
起
訴
さ
れ
た

3
3
5三〈
g
g
〈・

〉
戸
、
名
出
〉
出
。
・
(
虫
色

0
2
N
0・
-
S∞))
。
本
件
で
は
、
白
人
至
上
主
義
グ
ル
ー
プ
の
構
成
員
と
と
も
に
起
訴
さ
れ
て
い
た
、
当
該
グ
ル
ー
プ
に

ド
メ
イ
ン
ネ
l
ム
を
提
供
し
て
い
た

Z
2
2
2ご
o-
5
0
5
に
か
か
る
部
分
に
つ
い
て
は
却
下
さ
れ
た
寄
与
と
5
5
8
5
8
2
b
-col-o出
e
N
N
E
-斗

Z
E丘
四
宮
口
市
2
2
0白
巴
〈
戸
聞
広
旦
〉
司
こ

-M
0
0
3
0
た
だ
し
、
当
該
ホ

l
ム
ペ
l
ジ
を
置
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
パ
イ
ダ
は
別
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

(お
)
U
R
E
a
z
=・
G
d
s
g
-
h
R
E
2
2
∞ロ白血
Z
F
。
ミ
宮
町
民
b
R
h
b
h
b
h
h凡さな
whHて
む
を
守
守
ミ

F月
間
以
・
と
き
そ
垣
垣
=
-
a
n
oヨ¥口問垣∞よ
uorcab--N∞戸

己

申

申

A
r
c
o
Zヨ
-
(
Z
2
2巴
門
邑
〉
可
『

f
N
O
O品)
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(
お
)
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
差
別
的
表
現
と
し
て
は
、
黒
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
あ
る
い
は
同
性
愛
者
を
対
象
と
す
る
も
の
が
多

く
(
内
野
正
幸
「
差
別
的
表
現
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
部
落
解
放
研
究
二
ニ
六
号

一
九
頁
)
、
わ
が
国
で
は
、
部
落
差
別
的
表
現
、
在
日
韓
国

・

朝
鮮
人
を
対
象
と
し
た
表
現
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
(
浜
田
純
一
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
差
別
の
扇
動
」
部
落
解
放
研
究
一
二
六
号
五
四

|
五
五
頁
)
。

(
幻
)
の
F
2
目。
S

S
E
-
k
a
R
老町内町
E
S
HF向
、辺町内ヨミ・、
A
m
M
R
g
札
口
お
久
行
室
町
内
H
F
N
U
心
己
目
z
-∞
「

』
凶
S
-M∞
-1U
∞
ω
(
-3
5
・印同
-
q
O
5
0ロ『刊『加・言、
.
8
F

民向、
b
h
h
5
S
F
S色
町
む
芯

O
干
~S
町
、
同
町
S
H
0
2ミ
§
2
2
2・
aω

C
・司
C
回
HZ
4
F・
』
吉
凶
・

2
a
'
a
∞斗

(-3
3
ま
た
、
ド
イ
ツ
で
問
題
と
な
っ
た

E
E己
岳
切
に
つ
い
て
は
、
。

a
g
g
G
-迂
良

品

3
・
S
弁
高
木
寛
『
知
っ
て
い
ま
す
か
?
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権

一
問

一
答
』
(
解
放
出
版
社
・

二
0
0
0
年
)
五
七
1

六
O
頁
参
照
。

(
お
)
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
が
利
用
可
能
と
な
る
以
前
に
お
け
る
、
へ
イ
ト
・
グ
ル
ー
プ
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
は
、
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ

l
、
雑
誌
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
お
よ
び
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
テ
レ
ビ
番
組
等
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
、

彼
ら
の
情
報
伝
達
能
力
は
飛
躍
的
に
増
大
し
た
(
玄
お
宮
巴
「
巴
花
開
「
ミ
ミ
向
智
内
町
内
F

Q
是

~SF号
、
吉
弘
喜
同
室
内
三
与
さ
?
な

E
h
E
5
3ミ
ロ
ヨ
民

民
主
足
ぎ
勾
H

旬
、同
町旬
、『h
旬
、己主。、
.F
甲
〉
「回戸

』印
Q
h
w
叶開
{UZ
・凶斗山戸一凶∞
}
(-甲唱唱))。

(
却
)
各
事
案
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
部
落
解
放
編
集
部
「
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
部
落
差
別
事
件
」
部
落
解
放
四
三

一
号
三
九
頁
以

下
、
友
永
健
三
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
部
落
差
別
」
月
刊
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
一
一
七
号
二
ハ
頁
以
下
が
詳
し
い
。

(
却
)
五
月
の
ケ
l
ス
は
、

E
C戸
開
(
現
在
の
フ
ジ
テ
レ
ビ
フ
ユ
|
チ
ャ

l
ネ
ッ
ト
(
司
Z
2
)
)
、
九
月
の
ケ
l
ス
は
、
E
5
42

(現
在
は
印
O
出
巴

に
統
合
)
を
プ
ロ
パ
イ
ダ
と
し
て
使
っ
て
い
た
(
高
木
寛
「
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
差
別
的
表
現
に
つ
い
て
」
部
落
解
放
四
三

一
号

一
三
頁
)
。

(
出
)
一
九
七
0
年
代
後
半
に
、
各
地
方
の
被
差
別
部
落
の
地
名
を
一
覧
に
し
た
『
部
落
地
名
総
鑑
』
が
数
種
類
発
行
さ
れ
、
企
業
等
に
販
売
さ
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
大
阪
府
で
は
、
大
阪
府
興
信
所
条
例
を
制
定
し
規
制
に
乗
り
出
し
た
が
、
一
九
八
九
年
に
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
パ

ケ
ッ
ト
通
信
を
用
い
て
、
被
差
別
部
落
の
所
在
地
の
リ
ス
ト
が
送
信
さ
れ
た
事
例
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

(内
野
正
幸

『差
別
的
表
現
』
(
有
斐

閣
・
一
九
九
O
年
)
一
一
一
一
五
|
一
一
一
一
六
頁
)
。

(
沼
)
現
在
は
⑥

E
S
に
名
称
を
変
更
し
て
い
る
。

(
お
)
和
田
隆
夫
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
」
花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
室
編

『情
報
化
時
代
と
人
権
』
(
法
政
出
版
・

一
九
九
八
年
)

説
号子企h

d問
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サイパースペースと表現の自由 (5) 

参
照
。

(
鈍
)
高
木

・
前
掲
書

[注
幻
]
五
O

五
一
頁
参
照
。

(お
)
『
与
・ミ
老
若
者

σ寄ユ・
o
a
h
o
r
g
巴
E
Eロ
l
o
o
s
-
Z
E
(戸
曲
目
円
三
日
目
門
色
〉
司
ニ
-
NOO品)
ま
た
、
こ
の
提
言
(
案
)
で
は
、
「
根
絶
に
向
け
た
政
府
に
対

す
る
提
言
」
と
し
て
、
「

ω学
校
教
育
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
教
育
の
場
を
通
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
平
和
と
人
権
の
た
め
に
使
用
す
べ
き
も

の
で
あ
る
こ
と
を
普
及
す
る
こ
と
。
問
。
フ
ロ
パ
イ
ダ

l
業
者
に
対
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
平
和
と
人
権
の
た
め
に
使
用
す
べ
き
も
の
で
あ

る
こ
と
を
ユ

ー
ザ
ー
と
の
契
約
の
中
に
盛
り
込
む
こ
と
を
求
め
る
こ
と
。
川
実
効
性
の
あ
る
公
的
苦
情
処
理
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
。
凶
上
記

処
理
機
関
が
指
導
・
説
得
を
し
て
も
そ
れ
に
従
わ
な
い
ユ
ー
ザ
ー
や
プ
ロ
パ
イ
ダ

l
に
対
し
て
は
、

二
疋
の
規
制
を
行
う
こ
と
。
同
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
平
和
と
人
権
の
擁
護
に
活
用
す
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
奨
励
・

支
援
す
る
こ
と
。
附
こ
れ
ら
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
、
法
整
備
を

行
う
こ
と
。」
も
併
せ
て
あ
げ
て
い
る
。

(お
)
内
野
・
前
掲

「差
別
的
表
現
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト」

[
注
部
]
二
三
頁
注
四
参
照
。

(幻
)
日
本
の
状
況
に
つ
き
(
上
で
示
し
た
も
の
を
除
き
)
、
浜
田
純

一
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
l
『
表
現
の
自
由
』

〈∞
・
『
差
別
表
現
の
規
制
』

の
枠
組
み
を
考
え
る
l
」
月
刊
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
一
一
ニ

O
号
二
頁
以
下
、

浜
田
純
一
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
の
表
現
の
自
由
ア
メ
リ
カ
の

『通
信
品
位
法
』
違
憲
判
決
と
ド
イ
ツ
の

『マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
法
」
|
」
部
落
解
放
問
=
二
号
二
二
頁
以
下
、
北
口
末
広
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
お
け
る
部
落
差
別
事
件
論
点
整
理
|
(
部
落
解
放
運
動
は
何
を
提
起
し
て
い
る
か
)
|
」
部
落
解
放
研
究

二
二
六
号
二
頁
以
下
、
北
口
末

広
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
技
術
と
人
権
|
功
と
罪
」
吉
司
・
ミ
5

2
・E
ユ
加
F
Z
2
旨
E
2
∞一
g立
』l
zc
z
c
u
¥
Z巳
凶

凶

l
a
l凶
-Z
S
(一回目
【
5
2
8己

〉
官
ケ

M
8
3
、
部
落
解
放
同
盟
東
京
都
連
合
会
ホ
ー
ム

ペ
l
ジ
に
お
け
る

『E
5
2
2
と
部
落
差
別
』
所
収
の
田
畑
重
志
、
洲
本
稔
論
文
(
タ
イ

ト
ル
は
い
ず
れ
も
「
ネ
ッ
ト
上
の
部
洛
差
別
の
実
態
と
課
題
」
)
参
照

(F与
は
言
き
そ

国Z
E
1
2
2・2
J」司
子
ヨ
凹
日
』
Z
ち
ミ
5
5
3刊に

(
Z
2
5
2邑
〉
唱
二
-

MOOAF))
。

(
お
)
苫
の
∞
に
お
い
て
も、

コ
ン
テ
ン

ツ
の
内
容
を
暴
力
、
裸
体
、
性
、

言
葉
の
四
つ
の
観
点
を
五
段
階
で
評
価
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
差
別
的

表
現
た
る
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
「
言
葉
」
の
観
点
で
評
価
さ
れ
る

(E
N
N〉
温室
、
ミ
コ
0
5
出
L
玄
回
目
一
r昌
弘
昨
∞
昆
】
印
5
0
5
Z
2
2
r
b
穴

q

E
【

m
O
O的自
〈
刊
一
戸
、
に
た
2
sh
HF問
、活
同
町
三
同
行
〉
匂
向
ミ

3
a
q
R
S
ミ
。
九
三
宮
旬
開
0
4
開(
υ

↓-z。
。
己
目
の
E
F
U同開
Z
O
Z
4
Z開
HZ
↓思NZ
E
d
-
-『
ot〈
〉
問
。
∞
〉

Z
開者

の
C
「
4
C
E
2
m
E
3
5
E「
弓
ペ

-
3
・
MM-
BMMM
hw
M岩
(
』四
三
者
同
一5
5
2
=
hw
玄
R
n
o-
玄
R
E
-
-
色
目
-
N
c
o
g・。て
色
白
守
芯

b
H
F与
・¥言
君
主
苫
，

-0・a
ミ
}
田
君
垣
刊
芝
」σ同一
rFコな
さ
己
目
的
¥
E
-sa
OMO∞
司コ
司
令
目2
2
2
8己
〉
司
こ
-MOO
A#)
・
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説

(
却
)
円
k

白書
2
8
z
z
-
m
-
ぞ
吉
日
p
k
s
h
h
河
内
空
室
内
旬
、
R
S
e
n
-
b
〉
N
。
5
・
2
E
・
5
や
凶
∞
』
C
E
冨
W
4
E
Q
』
E
N
P
a
z
-
S
凶
(
-
3
∞
)
U
F
・
5
2
H
t
毛
色
Z
F
呂
町

n
o
ヨヨ
E
H
R
G
H
S
5
0
町
内
室
内
旬
、
同
町
行
〉
(
リ
い
て
守
町
下
。
む
h
s
~
リ
ご
同
町
、
尚
喜
き
え
き
S
H
均
四
旬
、
目
白
0
3
S
町
宮
町
内
三
時
F
J
可
凶
C
・
0
開
!
『
冨
開
問
。
J

ヘ
F
-
m
開
〈
-
∞
斗
-
-
唱
一
γ
3
h
H

(戸唱甲JVY回目mwmm「旬hh』
u
、、hHロO門刊N∞岨同門凶∞--

(刊
)
〉

u
r
M》
円
切
協
同
H
a
g∞p
b
b
ト
ロ
ミ
$
向
ト
8
5
3
h
内
。
語
、
S
Y
U
2
同
目
。
、
同
岳
町
む
き
さ
~
お
な
句
、
守
、
毛
ロ
ミ
s
n
o
王
宮
町
民
b
H
向
。
司
H
E
m
E
H
町
三
間
F
h
H
g
h
~
h
H
~
込
町

ミ
Z
G
込
者
宅
毛
色
一
O
門
加
¥
目
U
5
印
『
色
白
¥
玄
z
o
c
c
b
o
∞
ア
。
0

・曲目司(
一由
民
〈
E
g
且
〉
司
『
ア
M
O
O
A
#
)

(H
U
)
具
体
的
に
は
、
〉
U
F
が
サ
イ
ト
ブ
ロ

ッ
キ
ン
グ
用
の
リ
ス
ト
を

(内
可
宮
『
3
5
7V」
制
作
・
販
売
し
て
い
る
)
叶
Z
F
S
E
認
の
C
5
3
ミ

(叶円
h
)
に
提
供
し
、
の
可
宮
『
3
5
-
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
お
り
、
か

っ
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
ブ

ロ
ッ
ク
す
る
対
象
と
し
て
選
択
し
て
い
る
パ

ソ
コ
ン
か
ら
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
含
む
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
よ
う
と
し
た
場
合
に
は
、
自
動
的
に
〉
U
F
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
に
転
送
さ
れ
る
と

い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
(
E
nF立
当
呂
M
E
E
t
e
E号
F
K
ミ
?
凶
宮
内与
ミ
旬
、
忌
同
P
R
2
R
-
b
吋

S
E
S
E
-
n
g
h
丘
町
5
2
丘
、ぎ
丘
三
宮
。
、
む
ミ
g
n
y
守
問
、

(リ。=hHNOHZHhozp∞回C・閉VC
∞-H24・Ht』-ムー山
y
-
晶子
-a凶(-甲双山)
)。

(
必
)
∞
芯
明
白
「
室
、
ミ
ロ
0
8
N
∞
w
m
再
活
与
凶
3
・

(
日
)
内
野
正
幸
『
人
権
の
オ
モ
テ
と
ウ
ラ
|
不
利
な
立
場
の
人
々
の
視
点
|
』
(
明
石
書
庖
・
一
九
九
二
年
)
一
九
九
|
二
O
一
頁
、
内
野
・
前
掲

『差
別
的
表
現
』

[
注
訂
]

一
六
O
|
二
ハ
一

、

二
ハ
八
一
六
九
頁
、
ま
た
、
浜
田
・
前
掲
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
差
別
の
扇
動
」
[
注

お
]
五
六
1

五
七
頁
も
同
旨
。

(
M
H
)

者
2
2
5
5
'
m
g
R
L
吾
ミ
ロ
。
円
二
ア
釦
ニ
宏

-8
・

(
江
川
)
ま
た
、
差
別
的
表
現
は
、
ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
を
含
む
表
現
や
名
誉
致
損
的
表
現
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
y
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
パ
イ
ダ
・

パ
ソ
コ
ン
通
信
に
お
け
る
会
員
契
約
な
い
し
利
用
契
約
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
パ
イ
ダ
・
パ
ソ
コ
ン

通
信
業
者
が
当
該
表
現
を
発
見
し
た
場
合
に
は
削
除
等
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
旨
、
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
(
実

際
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
反
ユ
ダ
ヤ
人
的
表
現
等
が
数
多
く
ポ
ス
ト
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
)
。
こ
の
よ
う
な
会
員
契
約
は
第
一
修
正
に
違
反
し
無

効
で
あ
る
と
の
批
判
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
p
a
-哩
は
、
「
第
一
修
正
は
私
的
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ

l
を
保
護
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
「
読
み
手
の
見

解
を
他
の
(
読
者
以
外
の
)
私
的
媒
体

(
1
sぉ
g
a
z
g
)
に
お
い
て
公
表
す
る
権
利
を
与
え
て
い
る
も
の
で
は
な
い
」
と
の
反
論
を
行
な
っ

て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
で
も
検
討
す
る
。

(
必
)
拙
稿
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
対
す
る
表
現
内
容
規
制
立
法
と
そ
の
違
憲
審
査
基
準
」

北
大
法
学
研
究
科
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
サ
ー
チ
・
ジ
ャ
ー
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ナ
ル
六
号
二
一
五
頁
以
下
。
更
に
、
拙
稿
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
表
現
の
自
由
(
三
ご
北
法
五
五
巻
三
号
二
一
五
頁
以
下
、
拙
稿
「
サ
イ
バ
ー

ス
ペ
ー
ス
と
表
現
の
自
由
(
四
ご

北
法
五
五
巻
四
号
二
三
三
頁
以
下
の
該
当
箇
所
。

(
訂
)
「
一
九
九
六
年
の
時
点
で
、
二
歳
か
ら
十
七
歳
の
約
五
百
万
人
の
子
ど
も
た
ち
が
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
。
控
え
め

な
計
算
で
も
、
今
世
紀
末
ま
で
に
は
千
二
百
万
か
ら
千
五
百
万
人
の
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
あ
る
い
は
学
校
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
、
二

O
O
二
年
ま
で
に
は
、
二
千
万
人
の
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
か
ら
、
さ
ら
に
そ
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
は
学
校
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
す
る
と
考

え
ら
れ
る
」
(
ア
リ
ソ
ン
・
ア

1
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
&
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ケ
l
ス
メ
ン
ト
(
瀬
尾
な
お
み
訳
)
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
育
て
ら
れ
た
子
ど

も
た
ち
』
(
七
賢
出
版
・
二

0
0
0
年
)
二
O
八
頁
)
。

(
刊
)
た
だ
し
、
ア
ダ
ル
ト
コ

ン
テ
ン
ツ
の
中
で
も
、
被
写
体
で
あ
る
子
ど
も
の
保
護
が
問
題
と
な
る
チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
は
例
外
で
あ
る
。
被
写

体
た
る
子
ど
も
の
保
護
は
、
「
公
的
セ
ン
サ
ー
」
と
し
て
の
「
コ

l
ド
」
で
は
対
処
不
可
能
で
あ
る
。
他
の
表
現
は
ブ
ロ

ッ
キ
ン
グ
、
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
が
完
全
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
規
制
根
拠
は
消
滅
す
る
が
、
チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
に
つ
い
て
は
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

従
来
型
の
「
法
」
に
よ
る
規
制
が
適
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

(
刊
)
判
例
・
学
説
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

論
文
提
出
時
点
(
二
O
O
二
年
九
月
三
O
日
)
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
、
改
め
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
を
ご
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
以
降
の
動
向
に

サイパースペースと表現の自由 (5) 

*
本
稿
は
、
平
成
二
二
年
度
・
一
四
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
(
特
別
研
究
員
奨
励
費
)
に
よ
る
研
究
成
果
に
基
づ
く
、
北
海
道
大
学

審
査
博
士
(
法
学
)
学
位
論
文
(
二
O
O
二
年
二
一
月
二
五
日
授
与
)
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
補
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
一
六
年
度

支
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金

(若
手
研
究
B
)
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
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